
東日本大震災の発生以来､ 被災地女性の支援は電話相談､ 面接相談をはじ
めさまざまな形で行なわれてきました｡ 今回は ､ そのような被災地女性支援

にあたっ てきた相談員､ 支援者のための研修を開催 します｡

被災から 4 年半を経て ､ 被災地の女性たちが抱える現実は多様さを増 して
います｡ より良い支援のために被災地の女性たちの歩み､ 現在の状況などを

共有し､ また､ 今日の状況をサポ ー トするために必要な視点やアプロ ー チを

学びます｡

日 時 : 2 0 1 5 年1 0 / 4 ( 日)
午後 1 時′ 〉 4 時

会 場 : 石巻市総合福祉会館みなと荘
〒9 8 6- 0 0 1 6 石巻市ハ幡町
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0 8 4 5 ※駐車場あります｡

対 象 : 被災女性の支援にあたって いる相談員 . 支援員 . 相談窓口担当者､

被災女性と関わりの ある仕事 ･ 活動をして いる方

定 員 : 7 0 名 ( 要予約)

受講料 : 無料

主 催: N P O 法人日本フ 土 ミニス トカウンセリング学会
〒1 0 2 - 0 0 7 4 東京都千代田区九段南4 -
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共 催 : 石巻由 ･ ウ イ メンズカウンセリングいずみ



[申込受付期間] : 2 0 1 5 年 8 月 1 0 日 ( 月) ～ 定員に達し次第締め切らせていただきます

◆下記の申込書を使用 し､ 郵送または F A X 送信にて申込んでください ｡

◆受講が確定 した方には受諾証 ( ハ ガキ) をお送り します ｡

◆受諾証到着後にキャ ンセルされる場合は必ずご連絡< ださい ｡
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1 9 8 4 年生まれ､ 埼玉県出身 ｡ 2 0 0 7 年に河北

新報社に入社｡ 宮城県警担当 ､ 秋田総局を経て ､ 末

日本大震災後は 2 0 1 4 年の年間企画 ｢ 震災と子 ど

も｣ 取材班に参加 し､ 学校の取り組みや親を亡 く し

た子どもたら､ 古里を離れた家族らを取材 ｡ 1 5 年

4 月､ 1 人支局の南 ≡陸支局に赴任 した ｡ 1 3 年1

0 月に復興支援のためノル ウェ ー 政府が招いた女性

のリ ー ダ ー シ ッ プ研修 に仙台の 学生と視察 ｡ 同国で

進むクオ ー タ制や政治意識を特集した｡ 現在は震災
か ら5 年目となっ た南三陸町で復興の進行状況や課

題を追う｡

川喜田好恵 さん
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1 9 4 8 年大阪府生まれ｡ 大学卒業後 ､ 組織開発 ･ 人

間関係 トレ ー ニ ングなどに関わ っ た後､ 米国の大学

院でカ ウンセt｣ ングを学ぶ｡ 1 9 8 1 年より大阪府立

婦人会館カウンセラ ー などを経て ､ 大阪府立女性総

合センタ ー ( ド ー ンセ ンタ ー ) の 設立にかか わり､

2 0 0 9 年まで相談及 び事業担当コ ー デ ィ ネ ー

タ
ー

｡

現在は､ 巳本 D V 防止 ･ 情報センタ ー 運営委員､ 日

本フ ェ ミ ニ ス トカウンセラ ー 協会理事､ 堺市などで

男女共同参画審議会委員などを務めるほか､ 全国の

女性センタ ー

の相談事業の ス ー パ ー ヴィ ジョ ン ､ 自

己表現 トレ
ー

ニ ング､ ドメステ ィ ッ ク ･ バイオレン

ス防止などの活動を行っ ている ｡
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被災女性支援にあたる相談員 ･ 支援者のための研修
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